
      

                           令和 7 年 7 月 22 日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称… グループホーム あしたか 

サービス種類… 認知症対応型共同生活介護 

会議開催日…令和 ７ 年 ７ 月 １７ 日 

開催場所… 特別養護老人ホーム東寿苑 訓練室 

出席者 

事業所 3 人 利用者 0 人 

利用者家族 0 人 地域代表者 2 人 

松江市職員 1 人 包括支援センター 0 人 

知見を有する者 1 人 その他  0 人 

 

議事 

 

１． あしたかの現状報告 

◎ 利用者状況 

 うっ血性心不全で入院されていたご利用者が当施設に戻ってこれず、5月 27日に退

所となる。 

  R7年 7月 9日新規入所 女性 84歳 介護度 2 

 R7年 7月 17日現在利用状況 現在満床 

介護１・・4名 介護２・・4名 介護３・・1名 

平均介護度・・1.66 

 現在待機者、男性 1名、女性 6名 

 

◎ 活動状況 

   ６/１３       習字 

     ６/１１       散髪 

     6月中旬から下旬にかけて風邪が流行したため、6月 18日に予定していた水害避難

訓練は延期とした。 

 

◎ 事故 5件 5/29 ホール内で転倒 

           介護員が薬の在庫確認を行い、ホールの方を振り向くと、Ａ様が立って

ホール中央付近まで歩いておられた。すぐに駆け寄るが、バランスを崩

され、お尻から落ちる形で転倒される。痛みの確認を行うが、足や臀部

の痛みはなく、常日頃から言われる尿道の痛みの訴えがある。職員 2 名

で後ろから支える形で立っていただくが、痛みの訴えはなかった。 



 

         6/3 廊下で転倒 

介護員が廊下に出ると、廊下でうつぶせになっておられるＢ様を発見す

る。すぐに駆け付け声をかけると、廊下に置いてある長イスの足に、左

足が引っ掛かって膝を打つ形で前方にまくれられたとのこと。痛みの確

認を行うと、右膝下のあたりが痛いが大したことないとのこと。その場

でイスをつかんで立つことができ、押し車にて職員付き添いのもと居室

まで歩いていただき、休んでいただく。 

                  

         6/14 居室で転倒 

           19時 45分頃、「ドン」という大きな物音がしたため介護員が訪室すると、

Ｃ様が居室内の居室入り口手前で左側臥位で横たわっておられるのを発

見する。外傷の確認を行うと、左手甲側の薬指と小指の間にハクリ、出

血があるのを確認する。その後、左脇腹の痛みの訴えと、左腕が動かし

づらいとの訴えある。翌15日に松江市立病院救急外来を受診する。結果、

左上腕骨外顆骨折との診断で、添え木と三角巾で様子を見ることとなる。 

 

          7/13 居室で転倒 

           23 時 50 分頃、「ドスン」と大きな音がし訪室すると、ベッドとタンスの

間で入り口側を頭にして倒れているＤ様を発見。外傷確認を行うと、右

側頭部にピンポン玉くらいのたんこぶを確認する。訪問看護に連絡し、

体調と外傷の確認をすると右臀部付近にも痛みがあり、救急搬送の指示

あり、1時 30分、救急車にて市立病院へ搬送される。頭部ＣＴ、レント

ゲンの検査をされ、異常なしとのことで、様子観察の指示あり帰苑され

る。 

 

          7/14 ホール内で転倒 

           17時 10分、ホール内でＤ様が車イスから立たれ、ステップから左足を出

され、ふらつかれ柱をつかもうとされ、左側に倒れられ左側頭部こめか

み付近を床で打たれる。自力で起きようとされるが、右太ももの痛みで

起き上がれず、職員 2人介助にてイスに座っていただく。訪問看護より、

頭を打ったなら病院へとの指示により、18時 30分、ケアマネ対応にて市

立病院救急外来を受診する。頭部ＣＴ検査の結果異常なし。様子観察と

のことで帰苑される。 

 

◎ インシデント 1件 

         5/28 車イスから落ちそうになる 

          車イスにて散歩をし、東寿苑玄関へ立ち寄り、Ｅ様が水槽のカメを見ようと

前のめ  りになられた時、車イスが前方へ倒れる。フットレストが支えに

なり、そのままななめの状態で止まる。玄関に居られたホーム介護主任が手



伝い、起こしていただけたので大事には至らず。 

 

◎ 入院 1件  4/25にうっ血性心不全で市立病院に入院となっていたＦ様について、食事

が入らず当施設に戻ることが困難となり、5月 27日付で退所となる。 

 

◎ 救急搬送 1件 7/13のＤ様 

 

２． 研修状況 

   ◎サブスクリプション研修 

      ５月   業務継続計画（BCP）に関する研修〜自然災害〜 

           接遇に関する研修 

      ６月   倫理及び法令遵守に関する研修 

           身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修 

 

   ◎外部研修 

      なし 

 

   ◎訓練 

     なし 

 

３． 会議報告 

    ・令和 7年度第 1回あしたか身体拘束廃止委員会 R7.5.21 

      玄関の施錠について消防法上問題があるかもしれないという意見があり、調べたとこ

ろ、正確な情報ではないが、非常口に鍵を用いて施錠するのは非常時に出られなくなる

ので問題だが、鍵を用いないで施錠する方法は問題ないようとのことで、職員に周知す

る。 

 

４． 行事予定 

  随時散歩へ 

  ８/６      習字 

  ８/２０     お茶会 

  ８月下旬     散髪 

  ８/２７      水害避難訓練 

 

５．研修予定 

◎サブスクリプション研修 

      ７月   コンプライアンス研修 

 

６．実習受け入れ 

    職場体験 



     ７/２８（月）  松江四中 １名 

     ７/３１（木）  松江南高 １名 

 

７．その他 

   面会につきまして、6/1より居室での面会を再開、また、家族様が付き添う一時外出、外食

につきましても、制限を解除することとしました。 

   面会は事前予約としており、AM1組、PM1組とし、15分程度の面会を実施しています。また、

オンライン面会も引き続き行っております。 

 

  ※受診の方は引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

８．意見交換 

 

・施錠について、鍵を用いない施錠であれば問題ないということでよいか (知見を有する者) 

 →鍵（キー）を用いて施錠すると、非常時に鍵がなく戸を開けられないということが生じる可能

性があるので、消防法上問題になるようだが、鍵（キー）を用いず施錠する形であれば問題な

いよう(ケアマネ)。 

  

・今回は事故が多く、反省点が多かった（ケアマネ）。 

 →気温の変動などでもお年寄りは低下していく。家に居られる人はもっと大変。施設だと処置も

早い（地域代表者）。 

 →3月より訪問看護が入っているので、いろいろと助かっている（ケアマネ）。 

 →7 月 13 日の事故の時も訪看さんが来て下さった。深夜であったが来て下さり、本当に心強か

った（ホーム長）。 

 →訪看は近くの事業所か（知見を有する者）。 

 →事業所は松江市内だが、夜間は自宅から来られるので看護師さんによって時間がかかるときも

ある（ホーム長）。 

  

・5 月 29 日の事故で、ホールの方を振り向くととあるが、Ａ様は職員の方に向かってきていたの

か、それとも遠ざかっていて職員が声をかけてバランスを崩されたのか（知見を有する者）。 

 →この事故は職員がホールに背を向けて薬の確認を行っていて、ホールの方を振り向くと、Ａ様

がトイレに行こうとホール中央付近まで歩かれていて、駆け付けたが間に合わず転倒されたという

事故になる。ホールに背を向けていたのは反省すべき点（ケアマネ）。 

 

・実習の期間はどれくらいか（市職員）。 

 →7月の職場体験は 1日。9～10月の職場体験は 3日間（ホーム長）。 

 →今回は初めて高校生の職場体験がある（ケアマネ）。 

 

・面会について居室での面会も解除した。すでに 2件ほど居室での面会があった。（ケアマネ）。 

 →外食をされた家族様もおられ、喜んでおられた（ホーム長）。 



 

・利用者の楽しみ、クラブ活動などはどうなっているか（知見を有する者）。 

 →6月中旬から下旬にかけて風邪が流行し、いろいろな行事をストップした。今は元に戻ったの

で、楽しみの部分も早急にしていきたい（ケアマネ）。 

 

 

    次回開催予定日 令和７年 9月 18日(木) １３：３０～ の予定。 

 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  ○ 

 


